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2広川町議会だより　第93号

令和６年度 当初予算

　第 1 回定例会が、3 月４日から 21 日まで開かれました。
　条例改正 9 件　令和 5 年度補正予算 5 件　令和 6 年度当初予算 6 件等が提案されました。氷
室町長の初めての通年予算です。過去 2 番目に大きな規模となりました。

特別会計等
会計 予算額 前年比

国民健康保険 24 億 1,728 万円 　7,743 万円　↓
後期高齢者医療 3 億 5,132 万円 　3,402 万円　↑

広川防災ダム管理 2,535 万円 　794 万円　　↑
水道事業 4 億 987 万円 1,088 万円　↓

下水道事業 6 億 8,835 万円 1 億 4,884 万円　↓
計 38 億 9,217 万円

他の自治体と比べたら
財政力指数 経常収支比率 実質公債費率

広川町 0.61
（△ 0.01）

89.8
（＋ 3.8）

8.4
（±０）

大刀洗町 0.47
（±０）

81.9
（＋ 3.3）

8.8
（＋ 0.5）

大木町 0.49
（△ 0.02）

81.9
（－ 8.0）

6.7
（－ 0.7）

八女市 0.39
（±０）

91.4
（＋ 1.5）

8.5
（－ 0.6）

（　）内は前年比

（4 年度決算から）
❶　財政力指数　0.61 ％➡
　　【前年比　△　0.01　】
　予算のうち、どれくらいを自前の財源
で賄えるかを表します。
　この指数が高いほど財政力が強いこと
を示しています。

❷　経常収支比率　89.8 ％ ➡
　　【前年比　＋　3.8　】
　人件費など毎年かかる固定費の割合。
　数値が低いほど政策的に使えるお金が
多いことになります。

❸　実質公債費比率　8.4 ％➡
　　【前年比　±　0　】
　一般会計が負担する借金返済費用の割
合。数値が高いほどほかの事業にあてる
財源を圧迫することになります。

一般会計予算　94億8368万円
令和６年度

町の財源や財政状況は？　
町財政を見る 3 つのポイント

20億

40億

60億

80億

100億

約88億2,803万円

約40億8,156万円

地方債残高（借金）

基金残高（貯金）

令
和
３
年
度
末

令
和
４
年
度
末

令
和
５
年
度
末

　
　（
見
込
み
）

令
和
２
年
度
末

令
和
元
年
度
末

平
成
30
年
度
末

平
成
29
年
度
末

平
成
28
年
度
末

町の借金と貯金



3 広川町議会だより　第93号

令和６年度 当初予算

消防団詰め所を整備！「復興元年」急げ、
　災害復旧！

ふれあいタクシー事業

　第 1・第３・第５分団の防災拠点を整備
します。なお、第１・第５分団については
一部債務負担行為により実施します。

　令和 5 年 7 月の豪雨で被災した橋や道路
などの復旧を行います。

　運行委託料、予約センター運営経費など
地域公共交通協議会への補助です。令和６年
９月より料金の見直しを行い 400 円を 200
円に、800 円を 400 円に引き下げます。（引
き下げにかかる予算は 550 万円です）

　県は、浸水対策重点地域緊急事業計画を発表しました。この事業により、令和 5 年 7 月豪雨
と同規模の洪水に対して、河川からの氾濫による床上浸水被害について約 9 割の軽減を目指すと
しています。

[ 全体計画 ]
　　事業内容　いぜきの改築、撤去（統廃合を含む）河道掘削　等
　　全体事業費　112 億 5000 万円（国費　56 億 2500 万円）
　　事業期間　Ｒ６～Ｒ１０
[ 令和 6 年度当初 ]
　　事業内容　測量設計　用地補償　等
　　事業費　7 億円　（国費　3 億 5000 万円）

　　国土交通省　ＨＰ　プレリリース一覧（2024 年 4 月 1 日）より

6737万円7億6243万円

2451万円

安心・安全の　　づくり町

国、県と連携し、河川改修を進めます

＊債務負担行為とは
　事業が、単年度で終了せず、後の年度
においても「負担＝支出」しなければな
らない場合、あらかじめ、後の年度の支
出を約束するもの。

完成した第２分団詰所
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令和６年度 当初予算

竜光寺公園リニューアル18歳まで医療費無料化拡大

学校給食の支援

保育所等の給食支援

卒業生、卒園生に、
いちごのプレゼント

水泳指導業務委託料

　公園の遊具更新のためのワークショップ
実施、東側堤体の切り下げ、樹木の伐採及
び広川球場の観覧席、バックネットの改修
等の工事費です。

　令和 6 年 10 月より、18 歳まで医療費
助成を拡大します。

　物価高騰などによる給食費の負担増を抑
え、子育て世帯の負担軽減を行います。

　物価高騰などによる給食費の負担増を抑
えるため認可保育所に対し補助します。　

　卒園児・卒業生に「広川産いちご」をプ
レゼントします。物価高騰の影響を受ける
子育て世帯を応援し、ふるさとへの愛着を
育み、併せて、生産者を支援します。

　上広小、下広小の水泳指導を（株）イト
マンスポーツスクールに委託します。

9126万円1457万円

833万円

735万円

78万円

685万円

子どもまんなかの　　づくり町
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令和６年度 当初予算

農業関係の復旧を急げ

ため池劣化調査と整備

認定農業者支援

農業後継者を育成支援

農業団体支援

プレミアム商品券発行

　令和 5 年 7 月の豪雨により被災した、４
カ所の災害復旧工事を行います。

　ため池 5 カ所の劣化調査と藤田の狐坂乙
池の防災減災工事負担金です。

　園芸農業など農業施設を整備する町内の
認定農業者に対する補助です。

　農業後継者の育成と新規就農者の支援で
す。

　認定農業者連絡協議会と農協生産部会の
活動に対する補助です。

　町独自のプレミアム付き地域商品券を発
行します。プレミアム率 30％　10,000
冊発行です。

2210万円

575万円

7533万円

3345万円

325万円

2030万円

産業活性化による　　づくり町
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第２回臨時会・第１回定例会

各議案への討論は

反
　
対

賛
　
成

令和 6 年度一般会計

反
対
　
江
藤　
「
人
権
・
同
和
」
関
連

の
予
算
に
つ
い
て
、
不
公
平
で
あ
る
。

「
同
和
対
策
」
事
業
の
法
的
根
拠
は
な

く
、
必
要
な
事
業
は
一
般
対
策
で
行

う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

賛
成
　
山
下　
予
算
審
査
特
別
委
員
会

で
審
査
し
た
。部
落
差
別
に
つ
い
て
は
、

未
だ
正
確
な
理
解
に
か
け
る
状
態
で
、

今
後
も
必
要
で
あ
る
。

反
対
　
竹
下　
子
ど
も
子
育
て
対
策

に
対
し
、
予
算
確
保
な
ど
、
大
胆
さ

が
み
え
な
い
。

賛
成
　
栗
原　
予
算
審
査
特
別
委
員
会

で
担
当
課
よ
り
丁
寧
に
説
明
を
受
け

た
。
こ
ど
も
ま
ん
な
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
積
極
的
に
着
実
に
推
進
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

国民健康保険
特別会計

反
対
　
江
藤　
国
保
税
は
年
々
高
く

な
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
制
度
は
破
綻

し
、
命
、
健
康
が
守
れ
な
い
。
税
率

を
上
げ
、
税
収
を
確
保
す
る
予
算
を

組
め
ば
解
決
す
る
問
題
で
は
な
い
。

賛
成
　
丸
山　
国
保
の
財
政
主
体
は
県

に
な
っ
て
お
り
、
県
内
の
税
率
標
準
化

に
向
け
資
産
割
の
廃
止
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
ま
た
、
県
へ
の
納
付
金
を
確
保

す
る
た
め
に
必
要
な
予
算
措
置
が
な
さ

れ
て
い
る
。

後期高齢者
医療特別会計

反
対
　
江
藤　
新
年
度
は
、
保
険
料

見
直
し
の
年
で
、
均
等
割
、
所
得
割

率
と
も
に
上
が
っ
た
。
食
料
品
な
ど

生
活
必
需
品
の
値
上
が
り
、
年
金
の

実
質
値
下
げ
の
中
、
保
険
料
ま
で
値

上
げ
は
許
さ
れ
な
い
。

賛
成
　
丸
山　
保
険
料
は
、
国
、
県
、

広
域
連
合
で
決
定
さ
れ
た
。
被
保
険
者

数
、
医
療
費
は
増
加
し
て
い
る
。
低
所

得
者
へ
の
軽
減
措
置
も
あ
り
公
平
性
の

配
慮
も
あ
る
。

議員の請負の状況の公
表に関する条例の制定

反
対
　
竹
下　
請
負
の
定
義
や
金
額

の
根
拠
が
不
明
確
で
あ
り
、
議
長
へ

の
報
告
の
時
期
も
有
効
性
を
欠
く
。

条
例
制
定
で
は
な
く
議
員
申
し
合
わ

せ
で
対
応
す
れ
ば
良
い
。

賛
成
　
山
下　
議
員
の
兼
業
禁
止
規
定

が
緩
和
さ
れ
た
た
め
、
各
議
員
の
請
負

状
況
の
透
明
性
を
確
保
す
る
に
は
必
要

な
条
例
で
あ
る
。

各議案の賛否は
（○賛成　●反対）

議長は採決に加わりません。

下
田
め
ぐ
み

辻　
　
満
晴

藤
島　
玄
稔

梶
原　
一
美

竹
下　
英
治

山
下　
　
茂

丸
山　
幸
弘

栗
原　
福
裕

江
藤
美
代
子

水
落　
龍
彦

池
尻　
浩
一

野
田　
成
幸

光
益　
良
洋

会
議
の
結
果

令和６年度 
当初予算

一般会計 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ・ 可決
特別
会計

国民健康保険・後期高齢者医療 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ・ 可決
広川防災ダム管理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・ 可決

水道事業　下水道事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・ 可決
令和５年度
補正予算

一般会計　国保　後期高齢者医療　水道事業
下水道事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・ 可決

条例一部改
正

国民健康保険税条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ・ 可決
町職員給与に関する条例 / 会計年度任用職員の
給与条例 / 町職員の育児休業等に関する条例 / 
監査員条例 等 / 保育事業の運営に関する条例 / 
家庭的保育事業等の基準を定める条例 / 町営住
宅管理条例 / 手数料条例 /　水道事業給水条例等

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・ 可決

締結 税公金セルフ収納機購入　町指定ごみ袋購入 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・ 可決
指定 逆瀬ゴットン館の指定管理者 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・ 可決
策定 第５次総合計画基本構想 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・ 可決
選挙 選挙管理委員及び選挙管理補充員の選挙 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・ 当選

条例制定 町議会議員の請負の状況の公表に関する条例 ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・ 可決
※　条例名については、簡略しています。    議決結果はホームページに掲載しています。    
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第２回臨時会・第１回定例会

進
め
！
こ
ど
も
ま
ん
な
か

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

令
和
６
年
度
予
算
に

対
す
る
主
な
付
帯
決
議

議
会
か
ら
の
意
見

税
公
金
セ
ル
フ
収
納
機
購
入

義
援
金
に
感
謝

さ
よ
な
ら
町
民
体
育
大
会

価
格
高
騰
対
策
支
援

　

機
構
改
革
の
一
環
と
し
て
国
の

「
こ
ど
も
基
本
法
」
の
主
旨
に
の
っ

と
り
、
広
川
町
で
も
「
こ
ど
も
ま
ん

な
か
社
会
」
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

①
第
5
次
総
合
計
画
の
重
点
施
策
に

つ
い
て
、
住
民
に
わ
か
り
や
す
く

周
知
さ
れ
た
い
。

②
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
推
進
な
ど

効
果
的
な
施
策
実
行
に
努
め
ら
れ

た
い
。

③
自
然
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に

努
め
ら
れ
た
い
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て

①
国
民
皆
保
険
維
持
の
た
め
、
国
に

対
し
財
政
支
援
を
求
め
ら
れ
た
い
。

広
川
防
災
ダ
ム
管
理
特
別
会
計
に
つ

い
て

①
機
能
向
上
の
た
め
、
県
に
積
極
的

な
働
き
か
け
を
さ
れ
た
い
。

水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て

①
水
道
事
業
の
健
全
経
営
並
び
に
、

水
道
料
金
の
抑
制
策
を
検
討
さ
れ

た
い
。

下
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て

①
供
用
区
域
内
の
未
加
入
者
の
加
入

促
進
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
手
数
料
削
減
と
業
務
効
率
向
上
を

目
的
と
し
た
も
の
。
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
を
活
用
予
定
。

　
７
月
10
日
の
大
雨
災
害
に
対
し
、

町
内
外
の
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
義
援

金
の
配
分
額
を
決
定
し
ま
し
た
。

○
義
援
金
総
額

　
町
へ
の
義
援
金

 

６
，７
１
５
，８
４
５
円

　
県
か
ら
の
義
援
金
（
１
次
配
分
）

 

１
１
，０
５
８
，２
２
７
円

　
合　
　
　
計

 

１
７
，７
７
４
，０
７
２
円

　
長
年
行
わ
れ
て
き
た
町
民
体
育
大

会
は
廃
止
さ
れ
、
令
和
6
年
度
か
ら

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

令
和
６
年
度
の
予
定

①
サ
ッ
カ
ー
教
室

②
野
球
教
室

③
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

④
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

⑤
健
康
フ
ェ
ス
タ

○
高
齢
者
施
設
等

　
町
が
所
管
す
る
高
齢
者
施
設
へ

　
　
７
事
業
所 

１
０
８
万
円

○
障
害
者
施
設
等

　
町
が
所
管
す
る
障
害
者
施
設
へ

　
　
４
事
業
所 

16
万
円

○
医
療
施
設

　
公
立
八
女
総
合
病
院
企
業
団
へ

 

１
０
３
万
円

子育て支援係→

こどもまんなか係
【係名の変更】

子ども課に
こども
まんなか
推進室

を設置します こども
まんなか係

こども
まんなか
推進室

子ども課 学校教育係

災害義援金の配分（R6.3.31時点） （単位：円）

住家被害区分 件数 配分比
累　　計

世帯配分額 合計金額
全壊・流失 4 10 245,000 980,000 
大規模半壊 0 5 122,500 0 
中規模半壊 20 5 122,500 2,450,000 
半壊 58 5 122,500 7,105,000 
準半壊・床上浸水 69 1 24,500 1,690,500 
床下浸水 184 1 24,500 4,508,000 
合　　計 335 － - 16,733,500 
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第５次総合計画

　地域の魅力を高め、町の未来を切り開いていく方向性を明らかにする「道しるべ」として第 5
次総合計画を策定しました。

基本方針１　暮らし　日々の安心と、ちょうどいい日常のあるまち
基本方針２　保健・医療・福祉　一人ひとりの生涯に寄り添うまち
基本方針３　産業・地域経済　暮らしに活気と賑わいがあふれるまち
基本方針４　環境保全　地域目線で考え、地球規模の行動を興すまち
基本方針５　教育・文化　郷土を守り、未来を担う人を育むまち
基本方針６　交流　人とまちの想いを結ぶまち
基本方針７　住民協働・行財政運営　持続可能な明日を築くまち

７つの基本方針

ともに育む
出会い・子育て支援プロジェクト

新たな社会
デジタル化推進プロジェクト

地域防災
地域と備える安全安心プロジェクト

環境共生
ゼロカーボン推進プロジェクト

◦婚活、妊娠、子育て、教育までの総
合的な支援

◦子どもまんなか推進室設置　
◦子どもが安心、安全に
　過ごせる居場所づくり
◦竜光寺公園のリニューアル

◦住民目線のサービスの向上
◦誰もが恩恵を受けられる環境作り
◦役場業務の効率化と行政の質の向上
◦ e スポーツ事業を導入
◦情報セキュリティの見直し

◦令和 5 年 7 月　豪雨災害の早期復旧
　国、県と連携し河川改修やいぜき改修
◦自主防災組織の育成　体制強化
　　　　　◦災害時のリアルタイムでの
　　　　　　災害現場情報共有

◦ 2050 年までのゼロカーボンシテイを
目指す

◦温室効果ガス削減
◦分別収集体制の充実と分別排出の徹底
◦プラごみ分別収集モデル地区指定　
・省エネ、再エネ機器の導入検討

重点プロジェクト

8 年間の道しるべ　第 5 次総合計画決定

前期の 4 年間は 4 つの重点プロジェクトを中心に取り組みます
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国保税率改正・消防委員会報告

国民健康保険税率を改正
　国民健康保険は、平成30年から県の運営になりました。町は、国民健康保険税を集め、県に
対して事業納付金を納めます。県は、将来、県内の保険税率を均一化する予定です。

令和６年度は下記の表のように改正されます。

資産割を下げた事による減収と県への納付金を確保するため、所得割の税率の引き上げを行います。
国保の加入世帯数2,597世帯　加入者数4,298人　

所得割（％） 資産割（％） 均等割（円）平等割（円）

医療分 8.5（＋ 1.3） 7.0（△ 7.0） 27,000 29,500

支援分 3.0（＋ 0.4） 0.0 8,500 9,300

介護分 2.3（＋ 0.1） 0.0 10,200 7,500

国保税増加
世帯

国保税収
増加額

1,367 世帯 28,096,700 円

反対討論（江藤） 賛成討論（竹下）

　国保は、協会けんぽに比べると、2 倍の税額
である。税額は所得の 1 ～ 2 割になっている。
被保険者は、年金生活者などが多く基盤が弱い。
資産割の引き下げ、税額の確保は、一般会計か
らの繰り入れで対応すべきである。

　国保税は確かに高い。国民皆保険が大切であ
る。日本ではなんとか頑張ればみんなが医者に
かかれ、医療を受けられている。ジェネリック
を使うなど自治体で努力し、医療費を安くする
ことに努めるとともに、国で対応しないと解決
しない。

消
防
委
員
会
の
主
な
報
告

◎
八
女
地
区
消
防
組
合
議
会

　
八
女
消
防
本
部
・
消
防
署
新
庁
舎
建
設
事
業
に
関
す
る

進
捗
状
況
（
住
民
説
明
会
が
行
わ
れ
た
）

◎
広
川
町
消
防
委
員
会

○
地
域
防
災
拠
点
施
設
（
消
防
団
詰
め
所
）
建
設

　
第
２
分
団
は
令
和
６
年
２
月
28
日
に
竣
工
、
引
き
渡
し

式
が
行
わ
れ
た
。

　
今
後
、
第
１
・
第
３
・
第
５
分
団
の
整
備
事
業
を
予
定
。

○
消
防
団
関
係
予
算

　
Ｉ
Ｐ
無
線
機
の
追
加
購
入

　
　
22
万
５
０
０
０
円
×
15
台 

３
３
７
万
５
０
０
０
円

　
合
羽

　
　
１
万
２
１
０
０
円
×
20
着 

24
万
２
０
０
０
円

　
　
防
災
防
火
フ
ェ
ア
ー 

53
万
８
０
０
０
円
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一 般 質 問

一般質問は、議員が町の一般事務に対し、その執行状況や将来の方針、
政策・提言や行政課題等を執行者に直接質すものです。

住民の代表である議員にだけ与えられた権利です。
広川町では、１人あたりの持ち時間は答弁含めて 60 分です。

№ 質 問 者 質問事項

1 下田めぐみ
1．一般国道 3 号広川・八女バイパス事業について
2．人口を増やす取組について
3．ふれあいタクシーについて

2 江藤美代子
1．町の選挙制度について
2．2023 年 7 月の水害の復旧・復興の進捗状況について
3. 土地利用規制法の特別注視区域指定について
4. 特別障害者手当などの周知について

3 栗原　福裕 1．行政区運営について
2．区役員の町委託料について

4 辻　　満晴
1．新規就農者の育成・確保について
2．耕作放棄地の現状と今後の対策
3．物価上昇に伴う農業分野への高騰対策事業について

5 山下　　茂 1．人口減少問題について
6 池尻　浩一 1．町における住民の交流・地域イベント等の今後の考えについて

2．こども食堂に対する町の考えは。

7 梶原　一美

1．広川町都市計画マスタープランにおける上広川地区振興の考え方について
2．教育委員会事務局の運営方針について
3．学力観について
4．令和 5 年度広川町教育施策について
5．教員の人事状況について

8 藤島　玄稔
1．令和 6 年度に向けての抱負と具体的な施策
2．災害防災対策について
3．卒業式や入学式での祝辞について

9 竹下　英治

1．人権セミナー
2．学校プールの整備
3．Kibiru、Hodoku、Orige 事業について
4．中国蘇州市（滄浪区：当時）との友好交流
5．新型コロナウイルス感染症
6．広川ダムの管理
7．国民保護
8．学校給食
9．国道３号バイパス

町政を問う！ 一般質問
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町政を問う！ 一般質問

下田めぐみ 議員

Ｑ

Ｑ

A

A

40
代
の
町
長
が
描
く
国
道
３
号
広
川
八
女
バ
イ

パ
ス
事
業
に
対
す
る
考
え
を
問
う

平
日
の
み
の
運
行
で
、
土
日
祝
日
が
運
休
。
町

と
し
て
の
施
策
は
な
い
か

国
道
３
号
広
川
八
女
バ
イ
パ
ス
の
整
備
は
非
常

に
重
要
で
あ
る

町
だ
け
で
は
出
来
な
い
。
平
日
の
料
金
の
値
下

げ
を
行
う

国道 3 号
広川八女バイパス

ふれあいタクシー

下
田　
３
号
バ
イ
パ
ス
は
本
当
に
必

要
な
の
か
。
運
送
業
を
始
め
多
く
の

意
見
は
、
八
女
か
ら
広
川
ま
で
は
い

い
。
広
川
か
ら
久
留
米
の
整
備
を
優

先
す
べ
き
と
い
う
の
が
現
状
で
あ

る
。

町
長　
大
型
車
を
バ
イ
パ
ス
に
逃
が

す
こ
と
で
、
現
道
の
交
通
渋
滞
を
減

ら
し
時
間
の
短
縮
が
で
き
る
。
久
留

米
方
面
の
必
要
性
は
十
分
認
識
し
て

い
る
。
課
題
を
整
理
し
、
久
留
米
方

面
へ
の
道
路
整
備
に
向
け
検
討
を
す

る
必
要
が
あ
る
。

下
田　
運
送
業
が
抱
え
る
２
０
２
４

年
問
題
は
、
上
限
規
制
が
な
か
っ
た

時
間
外
労
働
に
、
令
和
6
年
4
月
1

日
よ
り
９
６
０
時
間
の
上
限
が
設
け

ら
れ
る
。
運
送
業
は
時
間
短
縮
、
人

材
不
足
の
た
め
、
船
や
鉄
道
で
の
輸

送
を
見
据
え
て
い
る
。
バ
イ
パ
ス
の

意
味
が
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長　
交
通
量
自
体
が
今
超
過
し
て

い
る
。
バ
イ
パ
ス
を
整
備
し
て
、
通

過
交
通
を
迂
回
さ
せ
る
こ
と
は
重
要

と
考
え
る
。

下
田　
バ
イ
パ
ス
は
、
広
川
︲
久
留

米
間
な
ら
ば
、
理
解
で
き
る
。
日
本

経
済
新
聞
に
「
公
共
工
事
5
割
、
見

積
り
甘
く
費
用
対
効
果
、
着
工
後
に

悪
化
、
政
策
判
断
を
誤
る
恐
れ
」
と

あ
る
。町
民
に
周
知
し
て
い
る
の
か
。

町
長　
都
市
計
画
決
定
を
受
け
る
段

階
で
周
知
す
る
た
め
に
、
色
々
な
説

明
会
を
行
っ
た
。こ
れ
か
ら
も
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
並
び
に
広
報
誌
で
の
周
知

を
し
っ
か
り
行
う
。

下
田　
本
当
に
必
要
な
ら
説
明
責
任

を
果
た
す
べ
き
だ
。
便
利
な
も
の
と

必
要
な
も
の
は
違
う
。
便
利
な
も
の

は
、あ
っ
て
も
な
く
て
も
い
い
も
の
。

必
要
な
も
の
は
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
。
バ
イ
パ
ス
よ
り
も
、
三
潴
上

陽
線
、
藤
山
線
、
河
川
の
整
備
が
重

要
で
あ
る
。

下
田　
交
通
は
、
生
き
て
い
く
中
で

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
。
広
川
町

で
は
車
が
な
い
と
生
活
で
き
な
い
方

が
多
い
。
ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー
の
土

日
祝
日
の
運
行
が
で
き
な
い
か
。
見

直
す
時
期
が
来
て
い
る
の
で
は
。

町
長　
町
だ
け
で
は
で
き
な
い
が
、

公
共
交
通
を
今
後
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
他
の
交
通
事
業
者
と
検

討
し
て
い
き
た
い
。

下
田　
茨
木
県
で
は
、
既
に
自
動
運

転
の
コ
ミ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
運
行
し
て

い
る
。
三
潴
上
陽
線
の
よ
う
な
一
直

線
で
平
た
ん
、
町
内
各
地
域
を
全
て

結
ぶ
道
路
は
県
内
で
も
珍
し
い
。
自

動
運
転
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
モ
デ

ル
ケ
ー
ス
に
ふ
さ
わ
し
い
。
Ｊ
Ｒ
西

牟
田
駅
に
つ
な
ぎ
利
便
性
を
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
。
時
代
を
読
ん
で
こ
そ
未

来
は
開
け
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
三

潴
上
陽
線
の
整
備
を
お
願
い
す
る
。

交
通
イ
ン
フ
ラ
と
い
う
の
は
、
一
番

大
事
な
問
題
で
あ
る
。

３号バイパスの路線図
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町政を問う！ 一般質問

江藤美代子 議員

Ｑ

A

土地利用規制法

住民の権利を守る立場に
立ち、国に意見をあげよ

国に申し入れを行う

江
藤　
特
別
注
視
区
域
に
指
定
さ
れ

た
住
民
の
方
に
周
知
せ
よ
。

町
長　
藤
田
区
全
域　
北
新
代
区
ほ

ぼ
全
域　
当
条
区
と
一
條
区
の
一
部

が
指
定
さ
れ
た
。
国
に
説
明
会
を
求
め

た
が
行
わ
な
い
と
い
う
回
答
で
あ
る
。

江
藤　
住
民
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が

あ
る
か
。

町
長　
土
地
や
建
物
の
売
買
や
譲
渡

な
ど
に
当
た
り
、
面
積
に
応
じ
て
届

出
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
る
。

江
藤　
「
機
能
を
阻
害
す
る
行
為
」

と
判
断
さ
れ
、
命
令
に
従
わ
な
け
れ

ば
懲
役
や
罰
金
が
あ
る
。
し
か
し
、

何
が
そ
の
行
為
に
当
た
る
の
か
が
、

明
記
さ
れ
ず
、
拡
大
解
釈
を
可
能
に

し
て
い
る
。
ま
た
、
国
は
自
治
体
に

対
し
、
住
民
の
情
報
を
提
供
さ
せ
る

と
し
て
い
る
。
住
民
の
情
報
を
国
に

あ
げ
る
場
合
は
、
当
該
個
人
の
同
意

を
得
る
べ
き
で
あ
る
。

町
長　
国
は「
個
人
情
報
保
護
条
例
」

に
違
反
す
る
事
は
な
く
、
同
意
を
得

る
こ
と
は
必
要
な
い
と
の
判
断
で
あ

る
。

江
藤　
住
民
の
権
利
を
守
る
立
場
に

立
ち
、
国
に
意
見
を
あ
げ
よ
。

町
長　
住
民
に
少
な
か
ら
ず
影
響
が

あ
る
と
考
え
る
。
国
に
申
し
入
れ
を

行
う
。

※
「
土
地
利
用
規
制
法
」
と
は

　
自
衛
隊･

米
軍
基
地
・
海
上
保
安

庁
の
各
施
設
と
原
発
な
ど
の
「
生
活

関
連
施
設
」
の
周
囲
、
お
お
む
ね
１

㎞
と
国
境
に
あ
る
離
島
な
ど
を
「
注

視
区
域
」
に
指
定
し
、
土
地
、
建
物

の
利
用
状
況
を
調
査
す
る
も
の
。
そ

の
う
ち
、
司
令
部
を
置
く
基
地
や
警

戒
監
視
・
情
報
機
能
・
防
空
機
能
を

有
す
る
施
設
、
離
島
の
施
設
や
無
人

の
国
境
離
島
を
「
特
別
注
視
区
域
」

江
藤　
障
害
者
手
帳
１
級
の
方
、
介

護
認
定
４
，
５
の
方
な
ど
に
、
特
別

障
害
者
手
当
の
周
知
が
徹
底
し
て
い

る
か
。
町
職
員
や
ケ
ア
マ
ネ
の
方
な

ど
の
研
修
を
求
め
る
。

町
長　
確
実
な
周
知
の
た
め
に
、
役

場
内
の
体
制
を
検
討
し
た
い
。ま
た
、

介
護
保
険
広
域
連
合
、
町
や
事
業
所

主
催
の
ケ
ア
マ
ネ
研
修
会
等
で
研
修

を
図
る
。

江
藤　
周
知
漏
れ
は
な
い
か
再
度
点

検
し
、
周
知
が
漏
れ
て
い
る
と
み
ら

れ
る
場
合
は
、
町
当
局
か
ら
適
切
な

働
き
か
け
を
行
う
事
を
求
め
る
。

町
長　
再
度
、
点
検
し
、
取
り
組
み

を
検
討
す
る
。

江
藤　

特
別
障
害
者
手
当
に
限
ら

ず
、
使
え
る
制
度
の
周
知
が
さ
れ
て

に
指
定（
２
０
２
１
，

６
月
成
立
）

内
閣
府　
重
要
土
地

で
検
索　

い
な
い
。
使
え
る
制
度
に
つ
い
て
、

積
極
的
に
説
明
し
、
確
実
に
利
用
で

き
る
よ
う
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

町
長　

周
知
徹
底
、
住
民
に
寄
り

添
っ
た
窓
口
対
応
の
た
め
組
織
づ
く

り
に
取
り
組
む
。

※
特
別
障
害
者
手
当
と
は

　
精
神
ま
た
は
身
体
の
著
し
く
重
度

の
障
害
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
お
い

て
、
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す

る
20
歳
以
上
の
重
度
障
害
者
に
対
し

て
、
負
担
軽
減
の
一
助
と
し
て
特
別

障
害
者
手
当
を
支
給
す
る
制
度

ＱA
各
種
支
援
制
度
の
積
極
的
周
知
を

周
知
徹
底
と
寄
り
添
っ
た
窓
口
対
応
の
た
め
組

織
作
り
に
取
り
組
む

特別障害者手当

支援制度のしおり
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町政を問う！ 一般質問

栗原　福裕 議員

Ｑ

Ｑ

A

A

今
後
の
行
政
区
の
あ
り
方
に
つ
い
て
町
の
考
え

を
伺
う

区
役
員
委
任
料
の
見
直
し
に
つ
い
て
伺
う

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
支
援
を
図
る

区
長
会
と
も
協
議
し
、
適
切
な
見
直
し
を
行
う

行政区の運営

区役員委任料

栗
原　
今
後
の
行
政
区
の
あ
り
方
に

つ
い
て
町
の
考
え
を
伺
う
。

町
長　
行
政
区
の
大
小
に
か
か
わ
ら

ず
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
地
域
へ

の
支
援
、地
域
活
動
の
推
進
を
図
る
。

小
規
模
行
政
区
に
対
し
て
は
、
隣
接

す
る
行
政
区
と
の
協
力
体
制
の
構
築

を
模
索
し
、
行
政
区
の
統
合
の
可
能

性
も
含
め
、
地
域
と
一
緒
に
研
究
の

場
を
設
け
た
い
。

栗
原　
町
と
し
て
行
政
区
へ
の
未
加

入
対
策
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か

町
長　
5
年
度
に
加
入
促
進
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
6
年
度
か
ら

転
入
者
や
加
入
さ
れ
て
な
い
世
帯
へ

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
加
入
促

進
を
図
る
。

栗
原　
小
規
模
行
政
区
に
お
け
る
役

員
の
な
り
手
不
足
等
で
、
行
政
区
運

営
に
支
障
等
を
き
た
す
恐
れ
等
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
町
は
ど
う
対
応
さ

れ
る
の
か
。

町
長　
世
帯
数
の
少
な
い
行
政
区
や

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
行
政
区
に
つ

い
て
は
、
役
員
に
な
る
人
材
自
体
が

不
足
し
て
い
る
。
最
善
の
策
は
な
い

が
、
行
政
区
の
意
見
を
聞
き
対
応
し

た
い
。

栗
原　
現
在
限
界
集
落
に
該
当
す
る

行
政
区
、
ま
た
10
年
後
に
限
界
集
落

に
な
る
恐
れ
が
あ
る
行
政
区
数
を
示

し
て
も
ら
い
た
い
。

町
長　
現
在
校
区
別
に
見
る
と
上
広

川
校
区
で
2
行
政
区
あ
る
。
ま
た
、

行
政
区
に
加
入
し
て
あ
る
世
帯
だ
け

で
見
る
と
、
上
広
川
校
区
で
6
行
政

区
、
中
広
川
校
区
で
3
行
政
区
が
当

て
は
ま
る
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、

今
後
10
年
以
内
に
限
界
集
落
に
該
当

す
る
恐
れ
が
あ
る
行
政
区
は
、
上
広

川
校
区
で
7
行
政
区
、
中
広
川
校
区

で
5
行
政
区
が
推
測
さ
れ
る
。

栗
原　
行
政
区
の
今
後
の
あ
り
方
や

運
営
に
つ
い
て
は
、
町
が
積
極
的
に

関
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
。

栗
原　
行
政
区
運
営
交
付
金
の
交
付

基
準
等
の
見
直
し
に
つ
い
て
伺
う
。

栗
原　
区
役
員
委
任
料
の
見
直
し
に

つ
い
て
伺
う
。

町
長　
区
長
の
今
後
の
委
任
料
の
あ

り
方
に
つ
い
て
は
，
委
任
業
務
の
内

容
を
精
査
し
、
区
長
会
と
も
十
分
に

協
議
を
重
ね
、
適
切
な
見
直
し
に
向

け
丁
寧
に
進
め
て
い
き
た
い
。

教
育
長　
分
館
長
会
の
中
か
ら
も
見

直
し
検
討
す
べ
き
と
の
意
見
を
い
た

だ
い
て
い
る
。
多
い
行
政
区
と
少
な

い
行
政
区
で
は
、
年
間
約
63
万
円
の

開
き
が
出
て
い
る
。
引
き
続
き
、
分

館
長
会
と
十
分
に
協
議
を
進
め
て
行

町
長　
行
政
区
運
営
交
付
金
交
付
基

準
の
見
直
し
を
行
う
際
に
は
、
行
政

区
間
で
著
し
い
差
が
生
じ
な
い
よ

う
、
整
理
・
研
究
を
行
う
。

栗
原　
財
政
基
盤
の
弱
い
小
規
模
行

政
区
に
対
し
て
特
別
交
付
金
等
の
支

援
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

町
長　
世
帯
割
の
配
分
方
法
等
の
整

理
研
究
を
進
め
た
い
。

き
た
い
。

栗
原　
小
規
模
行
政
区
に
お
い
て
、

役
員
の
な
り
手
不
足
等
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
が
、
委
任
料
も
含
め
今
後
ど

の
よ
う
な
対
策
を
と
ら
れ
る
の
か
。

町
長　
委
任
料
等
に
つ
い
て
は
、
区

長
な
ど
と
協
議
し
な
が
ら
、
町
が
委

任
し
て
い
る

部
分
等
を
整

理
し
な
が
ら

金
額
等
を
設

定
し
て
行
き

た
い
。

行政区の救命救急体験
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町政を問う！ 一般質問

辻　満晴 議員

Ｑ

A

農業振興策について

新規就農者の育成・確保
について

様々な支援を行っていく

辻　
新
規
就
農
者
の
育
成
・
確
保
に

つ
い
て
の
取
り
組
み
は

町
長　
農
業
者
の
高
齢
化
は
深
刻
な

状
況
で
あ
り
、
農
業
の
持
続
的
発
展

の
た
め
に
は
新
規
就
農
者
を
含
む
農

業
の
担
い
手
の
育
成
・
確
保
は
重
要

で
あ
る
。
新
規
就
農
支
援
員
を
配
置

し
様
々
な
相
談
に
対
応
し
、
き
め
細

か
な
支
援
を
行
い
定
住
定
着
に
つ
な

げ
る
。
県
、
Ｊ
Ａ
と
も
連
携
し
新
規

就
農
者
の
誘
導
に
努
め
て
い
る
。

辻　
新
規
就
農
者
の
推
移
は
。

町
長　
親
元
就
農
を
含
め
た
数
字
で

あ
る
が
、
令
和
5
年
ま
で
の
9
年
間

で
52
名
、
5
年
間
で
は
33
名
が
就
農

さ
れ
て
い
る
。

辻　
作
目
別
の
新
規
就
農
者
数
は

町
長　
9
年
間
の
内
訳
は
、
イ
チ
ゴ

27
名
、
ブ
ド
ウ
11
名
、
そ
の
他
11
品

目
で
14
名
で
あ
る
。

辻　
新
規
就
農
者
の
確
保
は
重
要
で

あ
り
、
そ
の
教
育
に
つ
い
て
も
ぜ
ひ

お
願
い
し
た
い
。
八
女
市
に
お
い
て

は
、
新
規
就
農
者
へ
独
自
の
支
援
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
独
自
の
支
援
は

な
い
の
か
。

町
長　
八
女
市
の
よ
う
な
独
自
の
支

援
策
は
な
い
。
し
か
し
、
新
規
就
農

支
援
員
を
中
心
に
希
望
者
に
対
し
て

き
め
細
か
い
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

辻　
八
女
市
で
は
最
長
3
年
間
で
あ

る
が
独
自
に
最
高
１
０
０
万
円
の
助

成
措
置
や
、
圃
場
（
ハ
ウ
ス
を
含
め

た
）
仮
抑
え
の
た
め
の
助
成
措
置
が

あ
る
。
新
規
就
農
者
は
経
済
的
に
恵

ま
れ
た
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。
き

め
細
か
い
対
応
の
継
続
は
も
ち
ろ
ん

で
あ
る
が
、
町
で
の
助
成
措
置
等
に

辻　
「
生
産
コ
ス
ト
ば
か
り
上
が
り
、

米
の
価
格
は
上
が
ら
ず
、
も
う
米
は

作
れ
な
く
な
る
。」
と
の
声
を
よ
く

聞
く
。
水
田
へ
の
担
い
手
・
法
人
等

へ
の
集
約
は
進
ん
で
い
る
の
か

町
長　
5
年
前
と
比
べ
る
と
９
ha
、

10
年
前
と
比
較
す
る
と
31 

ha
増
加

し
て
い
る
。

辻　
今
後
水
田
等
の
賃
貸
契
約
に
つ

い
て
は
中
間
管
理
機
構
へ
の
移
行
が

行
わ
れ
る
。
こ
れ
を
契
機
に
新
た
な

取
り
組
み
の
考
え
方
は
あ
る
の
か

町
長　
令
和
7
年
4
月
か
ら
は
中
間

管
理
機
構
へ
賃
貸
契
約
が
一
本
化
さ

れ
る
。
そ
の
中
で
地
域
計
画
を
策
定

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
さ
れ
て
い

る
。
従
来
の
担
い
手
へ
の
集
約
は
も

ち
ろ
ん
、
加
え
て
よ
り
踏
み
込
ん
だ

対
策
と
し
て
地
域
で
の
話
し
合
い
に

よ
っ
て
将
来
の
農
地
の
管
理
者
を
明

確
化
し
農
地
の
受
け
手
と
中
間
管
理

つ
い
て
今
後
検
討
願
い
た
い
。

機
構
を
活
用
し
た
農
地
の
集
約
化
に

取
り
組
ん
で
い
く
。
今
後
は
そ
れ
に

伴
う
補
助
事
業
の
創
設
も
見
据
え
農

地
の
荒
廃
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

辻　
以
前
の
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

か
ら「
地
域
計
画
」へ
の
移
行
と
な
る

が
、各
地
域
で
の
計
画
作
成
に
向
け
、

町
、
Ｊ
Ａ
が
主
導
的
に
提
案
し
実

現
に
向
け
て
地
域
が
核
と
な
る
よ
う

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

ＱA
不
耕
作
地
対
策
に
つ
い
て

地
域
計
画
を
策
定
し
耕
作
放
棄
地
の
増
加
を
緩
や
か
に

し
て
い
き
た
い

法人による米の収穫風景
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町政を問う！ 一般質問

山下　茂 議員

ＱA
急
激
に
減
少
し
て
い
る
出
生
数
の
検
証
と
対
策
は

新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
策
定
し
総
合
的
に
支
援
す
る

人口減少問題
山
下　
出
生
数
の
検
証
や
今
後
の
対

策
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

町
長　
少
子
化
対
策
は
喫
緊
の
課
題

と
と
ら
え
て
い
る
。
令
和
６
年
度
か

ら
広
川
町
第
5
次
総
合
計
画
に
お
い

て
『
と
も
に
育
む
出
会
い
・
子
育
て

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
に
揚
げ
、
地
域
全

体
で
総
合
的
に
支
援
す
る
。
ま
た
、

子
ど
も
課
に
こ
ど
も
ま
ん
な
か
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
推
進
室
を

設
け
る
な
ど
し
て
、
若
い
世
代
が
住

み
た
く
な
る
、子
育
て
し
た
く
な
る
、

子
ど
も
達
が
伸
び
伸
び
と
成
長
で
き

る
地
域
づ
く
り
を
強
力
に
進
め
て
い

き
た
い
。

山
下　
人
口
の
推
移
は
町
の
評
価
を

示
す
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
あ
る
。
将
来

の
ま
ち
づ
く
り
や
総
合
計
画
、
公
共

施
設
の
あ
り
方
、
財
政
問
題
等
、
町

の
施
策
に
も
大
き
く
関
わ
る
。
住
宅

施
策
に
つ
い
て
、
特
に
、
新
婚
家
庭

や
子
育
て
世
帯
へ
の
移
住
・
定
住
策

は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

町
長　
少
子
化
の
要
因
は
様
々
な
原

因
が
複
雑
に
絡
み
あ
っ
て
い
る
。
令

和
６
年
度
か
ら
始
め
る
こ
ど
も
ま
ん

ひ
と
・
し
ご
と
』
創
生
総
合
戦
略
に

お
い
て
、
地
域
雇
用
の
安
定
、
雇
用

機
会
の
拡
充
を
図
っ
て
い
る
。
５
年

度
は
10
月
に
合
同
会
社
説
明
会
を
開

催
し
町
内
10
社
を
含
む
３
４
社
の
企

業
が
参
加
し
て
い
る
。
町
内
10
社
で

は
、
求
人
41
人
対
し
て
２
人
の
採
用

が
決
定
し
た
。ま
た
、８
月
の
Ｕ
タ
ー

ン
目
的
の
就
職
説
明
会
で
は
、
求
人

数
28
人
に
対
し
、
３
人
の
採
用
が
決

定
し
た
。
２
月
に
も
合
同
就
職
説
明

会
を
行
っ
た
。
６
年
度
以
降
も
説
明

会
、
面
談
会
を
定
着
さ
せ
、
地
元
企

業
へ
の
就
職
促
進
に
取
り
組
む
。

山
下　
広
川
町
は
工
業
団
地
を
抱
え

て
お
り
、
遠
方
か
ら
の
就
職
者
も
多

い
と
思
う
。
工
業
団
地
就
労
者
の
町

内
在
住
の
状
況
と
移
住
者
へ
の
住
宅

施
策
は
。

町
長　
令
和
４
年
度
は
、
全
従
業
員

数
２
７
６
８
人
の
う
ち
町
内
在
住
者

は
６
２
９
人
と
22
・
４
％
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
住
宅
施
策
に
つ
い
て

は
、民
間
と
協
力
し
て
動
い
て
い
る
。

令
和
６
年
度
か
ら
実
施
す
る
こ
ど
も

ま
ん
な
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
移
住

や
結
婚
か
ら
子
育
て
も
含
め
て
検
証

し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

（住民基本台帳ベース）
※ 1 月 1 日から 12 月 30 日までの外国人を除く日本人住民の出生数

広川町の出生数の推移
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な
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
、

若
い
世
代
の
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か

り
把
握
し
、優
先
順
位
を
決
め
、

財
政
の
手
当
て
が
で
き
次
第
、

適
切
な
施
策
を
実
施
し
て
い

く
。
現
在
、
住
宅
支
援
と
し
て

は
、
広
川
町
人
口
減
少
地
域
定

住
促
進
強
化
条
例
に
基
づ
き
、

住
宅
ロ
ー
ン
の
利
子
補
給
金
制

度
を
行
う
な
ど
移
住
・
定
住
支

援
を
進
め
て
い
る
。

山
下　
18
歳
か
ら
25
歳
の
世
代

は
、
就
職
や
大
学
進
学
な
ど
で

人
口
流
失
が
多
い
世
代
で
あ

る
。
仕
事
が
あ
れ
ば
、
地
元
に

残
り
た
い
人
も
多
く
い
る
。
地

元
企
業
へ
の
雇
用
状
況
や
雇
用

政
策
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

町
長　
第
2
期『
広
川
町
ま
ち・
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ＱA
こ
ど
も
食
堂
支
援
は

調
査
・
研
究
を
行
う

こども食堂

池尻　浩一 議員

Ｑ

A

地域コミュニティ

地域コミュニティ力の
低下をどう考えるか

向上を進めていく

池
尻　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
地

域
の
問
題
解
決
や
地
域
活
性
化
に
役

立
っ
て
い
る
。
課
題
調
整
、
ま
ち
づ

く
り
や
治
安
維
持
、
環
境
保
全
や
防

災
と
い
っ
た
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
地
域
経
済
の
縮
小
、
人

口
減
少
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
が
困
難
に
な
っ
て

い
る
。
町
で
は

今
後
ど
の
よ
う

に
推
進
し
て
い

く
の
か
。

町
長　
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響

で
人
と
人
と
の

接
触
が
制
限
さ
れ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
と
の
意
見
交

換
会
や
地
区
担
当
職
員
制
度
の
強
化

を
行
い
、
向
上
を
進
め
て
い
く
。

池
尻　
祭
り
や
ス
ポ
ー
ツ
等
で
の
地

域
交
流
は
必
要
と
総
合
計
画
に
も
あ

げ
ら
れ
て
い
る
が
、
今
後
は
ど
う
す

る
の
か
。

教
育
長　
昨
年
末
に
は
人
権
フ
ェ
ス

タ
、
図
書
館
ま
つ
り
、
防
災
フ
ェ
ア

等
で
、
多
く
の
住
民
に
来
場
い
た
だ

い
た
。

　
一
方
、
町
民
体
育
大
会
は
町
民
相

互
の
交
流
の
場
と
し
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
き
た
が
、ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
タ
へ
の
変
更
を
考
え
て
い
る
。
そ

の
他
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
や
体
験

事
業
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

池
尻　
参
加
可
能
な
方
や
興
味
の
あ

る
方
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
幅
広

い
交
流
イ
ベ
ン
ト
は
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

教
育
長　
イ
ベ
ン
ト
の
在
り
方
を
地

域
皆
で
考
え
て
い
く
こ
と
か
ら
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
向
上
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。

池
尻　
小
学
生
の
教
科
書
に
「
町
の

幸
福
論
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
小

策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
そ
の
中
で

調
査
、
研
究
を
行
っ
て
い
く
。

池
尻　
こ
ど
も
食
堂
か
ら
の
正
式
な

要
望
が
な
い
中
、
町
と
し
て
も
取
り

組
み
が
難
し
い
。
貧
困
家
庭
は
想
定

よ
り
も
多
い
と
予
想
さ
れ
る
。
食
育

対
策
、
孤
食
対
策
と
い
っ
た
も
の
は

考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　
学
習
支
援
と
し
て
は
、
県
の

事
業
で
は
あ
る
が
、
は
な
や
ぎ
の
里

に
お
い
て
毎
週
土
曜
日
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会

に
お
い
て
、
食
料
支
援
や
生
活
福
祉

資
金
貸
付
等
を
行
っ
て
い
る
。

池
尻　
こ
ど
も
食
堂
は
全
国
に
広
が

り
、9
千
件
を
超
え
て
い
る
。始
ま
っ

た
当
初
は
貧
困
家
庭
を
中
心
に
食
事

の
提
供
、
孤
食
を
な
く
す
事
か
ら
始

ま
り
、
年
齢
や
貧
困
に
拘
ら
ず
、
学

習
支
援
等
を
行
い
、
地
域
交
流
の
場

へ
と
活
動
を
広
げ
て
い
る
。

　
近
隣
自
治
体
で
も
予
算
を
組
ん
で

活
動
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
町
で
は

ど
う
考
え
る
か
。

町
長　
こ
ど
も
食
堂
は
新
た
な
居
場

所
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
町
で
は
令
和
６
年
度
よ
り
、
こ
ど

も
ま
ん
な
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
称
し

て
、
子
ど
も
・
子
育
て
に
関
す
る
施

藤田区の花いっぱい花だん

学
生
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
必
要
性
を

教
え
な
が
ら
、
地
域
の
大
人
が
忘
れ

て
い
る
。
多
忙
や
面
倒
を
言
い
訳
に

は
出
来
な
い
。
町
は
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

町
長　
コ
ロ
ナ
禍
で
自
粛
さ
れ
た
イ

ベ
ン
ト
の
復
活
、
地
区
担
当
職
員
の

強
化
と
地
域
の
一
体
と
な
っ
た
取
り

組
み
を
計
画
し
て
い
る
。
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梶原　一美 議員

Ｑ

Ｑ

A

A

上
広
地
区
の
都
市
計
画
に
つ
い
て
問
う

子
ど
も
課
の
組
織
の
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
問

う

豊
か
な
自
然
環
境
、
国
道
３
号
バ
イ
パ
ス
計
画
な
ど
上
広

川
地
区
の
強
み
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い

支
援
を
要
す
る
児
童
・
生
徒
や
そ
の
家
庭
に
対

し
、
課
内
で
連
携
し
対
応
で
き
た

 地域振興

子ども支援

梶
原　

広
川
町
の
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
あ
る
小
学
校
を
地
域

の
拠
点
と
し
た
方
針
は
、
上
広
地
区

の
人
口
減
少
の
歯
止
め
に
有
効
か
。

町
長　
豊
か
な
自
然
環
境
や
、
国
道

３
号
バ
イ
パ
ス
が
計
画
さ
れ
て
い

る
。
上
広
川
地
区
の
強
み
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
。
定
住

に
求
め
ら
れ
る
地
域
と
は
、
学
校
、

商
店
、
病
院
な
ど
の
日
常
生
活
に
必

要
な
施
設
が
備
わ
っ
て
い
る
地
域
、

あ
る
い
は
、
そ
う
し
た
地
域
へ
短
時

間
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る
利
便
性
の
高

い
地
域
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今

後
、
計
画
さ
れ
て
い
る
国
道
３
号
バ

イ
パ
ス
を
活
用
し
、
そ
う
し
た
機
能

を
確
保
す
る
こ
と
は
、
人
口
減
少
対

策
に
有
効
な
手
段
と
考
え
ら
れ
る
。

し
っ
か
り
取
り
組
み
た
い
。

梶
原　
バ
イ
パ
ス
の
開
通
と
道
の
駅

は
完
成
ま
で
相
当
な
期
間
が
あ
る

と
、
そ
の
間
の
中
心
的
な
振
興
策
は

何
か
。

町
長　
定
住
化
を
目
的
と
す
る
に
は

災
害
に
強
い
地
域
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
自
然
災
害
か
ら
地
域
を
守
る

た
め
の
様
々
な
施
策
を
国
、
県
と
連

携
し
な
が
ら
進
め
る
。
ま
た
、
上
広

川
校
区
は
山
林
地
域
が
非
常
に
多

い
。
土
地
活
用

が
難
し
い
所
だ

が
、
自
然
環
境

を
生
か
し
た
地

域
づ
く
り
が
必

要
だ
と
考
え
て

い
る
。

梶
原　
庁
内
が
新
組
織
に
な
っ
て
約

１
年
が
経
過
し
た
が
、
子
ど
も
課
の

成
果
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た

子
ど
も
課
の
今
後
の
運
営
方
針
は
ど

う
か
。

教
育
長　
子
ど
も
課
の
新
設
に
よ
り

就
学
相
談
、
小
・
中
学
校
在
学
中
の

要
保
護
児
童
・
生
徒
へ
の
対
応
な

ど
、
支
援
を
要
す
る
児
童
・
生
徒
や

そ
の
家
庭
に
対
し
、
子
育
て
支
援
係

と
学
校
教
育
係
が
小
・
中
学
校
と
も

強
固
に
連
携
し
対
応
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
役
割
や
責
任
が
分
散
す
る
こ

と
な
く
、
課
題
に
迅
速
に
対
応
で
き

た
。
今
後
は
子
育
て
支
援
係
と
学
校

教
育
係
が
一
体
と
な
っ
て
、
幼
稚
園

や
保
育
所
、
学
校
、
児
童
相
談
所
や

警
察
と
も
連
携
し
、
あ
ら
ゆ
る
ケ
ー

ス
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

梶
原　
組
織
の
改
編
と
し
て
こ
ど
も

ま
ん
な
か
推
進
室
が
設
置
さ
れ
る

が
、
教
育
大
綱
や
教
育
施
策
に
ど
う

反
映
す
る
の
か
。

教
育
長　
広
川
町
総
合
教
育
会
議
の

中
で
教
育
施
策
を
策
定
し
た
が
、
具

体
的
に
こ
ど
も
ま
ん
な
か
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
こ
ど
も
ま
ん
な
か
推
進
室
と

い
う
文
言
は
出
て
き
て
い
な
い
。
関

係
課
と
一
体
的
に
推
進
す
べ
き
施
策

で
あ
り
、
こ
ど
も
ま
ん
な
か
推
進
室

が
中
心
と
な
っ
て
横
断
的
、
全
庁
的

に
取
り
組
む
。
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藤島　玄稔 議員

Ｑ

A

新年度の抱負

抱負と具体的な施策は

第５次総合計画を掲げ取
り組む

藤
島　
令
和
６
年
度
に
向
け
、
抱
負

と
具
体
的
な
施
策
は
。

町
長　
昨
年
６
月
に
述
べ
た
「
職
・

住
・
育
プ
ラ
ス
遊
」
の　
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
で
、
ど
の
世
代
も

暮
し
や
す
く
、
未
来
に
希
望
を
持
て

る
地
域
の
実
現
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
行
く
。
し
か
し
、
昨
年
７
月
10
日

に
発
生
し
た
記
録
的
な
大
雨
に
よ
る

災
害
に
よ
り
、
当
初
考
え
て
い
た
こ

と
を
大
幅
に
変
更
す
る
事
態
と
な
っ

た
。
そ
れ
で
も
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

に
期
待
す
る
多
く
の
町
民
の
負
託
に

応
え
る
べ
く
、
一
歩
一
歩
可
能
な
限

り
歩
み
を
進
め
て
行
く
。
令
和
６
年

度
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
新
た
な
指
針

と
な
る
広
川
町
第
５
次
総
合
計
画
案

に
掲
げ
る
８
年
後
の
ま
ち
づ
く
り
の

将
来
像
「
世
代
を
超
え
て
住
み
心
地

の
良
い
、
温
も
り
と
笑
顔
あ
ふ
れ

る
ま
ち
」
の
実
現
に
近
づ
け
る
よ

う
、
様
々
な
施
策
を
着
実
に
進
め
て

い
く
。
特
に
大
雨
災
害
か
ら
の
完
全

な
復
興
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
を

復
興
元
年
と
位
置
づ
け
、
令
和
７
年

度
中
に
は
復
興
工
事
を
完
成
さ
せ
た

い
。
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
少
子
化
対

策
に
つ
い
て
も
、
新
た
に
「
こ
ど
も

ま
ん
な
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち

上
げ
、
強
力
に
進
め
た
い
。

教
育
長　

教
育
委
員
会
で
は
毎
年

度
、
広
川
町
教
育
施
策
を
策
定
し
て

い
る
。
令
和
５
年
度
は
生
涯
学
習
に

お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
活
動
で
は

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
参
加
目
標
人
数
の

未
達
成
が
あ
っ
た
。
令
和
６
年
度
も

引
き
続
き
教
育
委
員
会
一
丸
と
な
っ

て
各
事
業
に
取
り
組
む
。

ＱA
個
別
具
体
的
な
要
望
へ
の
対
応
は

役
場
や
県
の
担
当
課
で
対
応
し
て
い
る

災害防災対策
藤
島　
昨
年
７
月
10
日
の
豪
雨
災
害

で
は
役
場
職
員
、
消
防
署・消
防
団
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
か
け
つ
け
て
く

だ
さ
っ
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
、
進

ん
で
支
援
さ
れ
た
地
域
の
皆
さ
ん
に

は
、
感
服
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
し

か
し
、
個
別
具
体
的
に
は
要
望
や
苦

情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
と
思
う
が
、

ど
の
様
に
対
応
さ
れ
た
か
。

町
長　
道
路
や
側
溝
は
担
当
す
る
部

署
、
役
場
の
課
に
繋
が
っ
て
お
り
、

河
川
等
で
は
管
理
す
る
県
の
事
務
所

に
担
当
課
か
ら
連
絡
し
対
応
し
て
い

る
。

藤
島　
役
場
の
担
当
部
署
は
実
際
の

対
応
だ
け
で
も
、
大
変
な
事
だ
と
思

う
。
し
か
し
、
災
害
時
は
特
に
、
話

を
聞
く
事
だ
け
で
も
、
住
民
の
皆
さ

ん
の
安
心
に
繋
が
る
。
電
話
や
口
頭

で
連
絡
・
相
談
を
受
け
た
部
署
の
担

当
に
よ
っ
て
は
、
臨
機
応
変
な
対
応

が
で
き
ず
、
不
満
や
ス
ト
レ
ス
を
住

民
に
残
す
こ
と
は
な
か
っ
た
か
。

町
長　
個
別
案
件
等
に
つ
い
て
は
、

担
当
部
署
に
話
を
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
対
応
が
で
き
る
。

地域のボランティア活動
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竹下　英治 議員

Ｑ

Ｑ

A

A

令
和
５
年
度
の
成
果
と
令
和
６
年
度
の
計
画
を

問
う

学
校
給
食
の
意
義
と
無
償
化
の
考
え
を
問
う

「
拉
致
問
題
」
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
今
後
取
り
入
れ

た
い

実
現
し
た
い
が
、
財
源
の
問
題
が
あ
る

人権セミナー

学校給食

竹
下　
令
和
5
年
度
に
つ
い
て
、
学

校
の
先
生
や
役
場
の
職
員
等
以
外
の

一
般
の
住
民
の
方
の
セ
ミ
ナ
ー
参
加

人
数
は
。

教
育
長　
7
月
の
「
な
る
ほ
ど
人
権

セ
ミ
ナ
ー
」
は
豪
雨
災
害
の
た
め
一

回
の
み
の
開
催
。「
人
権
・
部
落
問

題
」
で
住
民
の
方
の
参
加
は
55
名
中

7
名
。
11
月
の「
人
権
を
考
え
る（
ひ

ろ
か
わ
）
セ
ミ
ナ
ー
」
に
は
、
3
回

（「
性
の
多
様
性
」「
同
和
問
題
」「
障

が
い
者
の
人
権
」）
実
施
し
、
１
７

２
名
中
23
名
の
参
加
で
あ
っ
た
。

竹
下　
住
民
の
方
の
参
加
数
が
少
な

い
状
況
が
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。
ま

た
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
法
に
係
る
「
性
の
多

様
性
」
の
実
施
は
、
県
等
の
指
導
に

よ
る
の
か
、
町
の
発
案
か
。

教
育
長　
町
の
判
断
で
あ
る
。

竹
下　
「
拉
致
問
題
」
は
極
め
て
重

要
で
あ
る
が
、
６
年
度
の
実
施
は
な

い
の
か
。

教
育
長　
６
年
度
の
計
画
は
な
い

が
、
こ
れ
に
は
県
の
補
助
事
業
が
使

え
る
の
で
、
今
後
、
是
非
取
り
入
れ

た
い
。

竹
下　
補
正
予
算
に
よ
る
令
和
６
年

度
内
の
実
施
を
提
言
す
る
。

竹
下　

学
校
給
食
の
意
義
に
つ
い

て
、必
ず
し
も
法
律
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

町
長　
学
校
給
食
法
の
制
定
以
来
、

子
供
た
ち
の
食
生
活
を
取
り
巻
く
環

境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
こ
の

中
で
、
こ
れ
か
ら
も
学
校
給
食
が
安

全
で
安
心
、
か
つ
、
お
い
し
い
食
事

を
提
供
し
続
け
る
こ
と
で
、
健
康
で

心
豊
か
な
児
童
・
生
徒
を
育
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

竹
下　
「
学
校
給
食
の
無
償
化
」
は
、

町
長
の
公
約
で
あ
る
か
。

町
長　
選
挙
活
動
中
に
そ
う
い
っ
た

意
見
を
多
数
頂
き
、
私
と
し
て
も
是

非
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、

財
源
の
問
題
が
あ
る
。
令
和
6
年
度

か
ら
の「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
検
討
し
た
い
。

竹
下　
7
、
8
千
万
円
ぐ
ら
い
の
財

源
は
、
工
夫
す
れ
ば
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。
既
存
事
業
の
見
直
し
努
力

が
不
足
し
て
い
る
。
過
去
に
も
、
少

子
化
の
原
因
は
各
種
の
状
況
が
複
合

し
て
お
り
、
具
体
的
な
施
策
の
案
出

が
難
し
い
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
少

子
化
へ
の
対
応
は
、（
役
場
）
組
織

改
革
に
よ
る
な
ど
、
そ
ん
な
悠
長
な

話
が
で
き
る
問
題
で
は
な
い
。
試
行

錯
誤
で
も
、
学
校
給
食
の
無
償
化
を

思
い
切
っ
て
実
施
す
る
こ
と
を
提
言

す
る
。

学校給食

人権セミナー
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次回の定例会予定次回の定例会予定
６月６日（木）～６月13日（木）
一般質問　６月６日（木）・７日（金）
※変更となることがあります。

☎ 32-0109　（議会事務局）

令和４年12月定例会から、インターネット（YouTube）を利用した議会ライブ中継を配信しています。

　「男の料理教室」は平成 16 年、食の自立と健康増進を目的とし、料理未経験、得意ではな
い男性を対象に始められました。その後、各行政区の要望に応え、計 5 カ所で開催されてい
ましたが、コロナ感染症により、各地区は中止され、現在は、はなやぎの里のみの開催になっ
ています。広川町食生活改善推進員がボランティアとしてお手伝いをしています。令和 4 年
度の参加人数は、延べ 88 名となっています。
申込先　広川町役場　福祉課高齢者支援係　電話 0943-32-1113　内線 143
参加費　1 回あたり 300 円（食材費込み）
　見学や体験参加もできます。
　次回は５月 15 日（水）９：30 予定

表紙の人 あなたも参加しませんか

タンパク質、成人病（生活
習慣病）予防、減塩献立の
事などもっと知りたい。

みんなでワイワイ言いな
がら作る、そして食べる
のがとても楽しい。

妻が病気になり通い始め
た。炊き込みご飯作りが
得意になった。

行政区以外の方とも
知り合いになれて
良かった。

彩りもきれいな
メニューで楽しい。

初心者向けレシピも
お願いします。

家でも
自炊しています。




